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こんにちは！新潟障害年金相談センター・社会保険労務士の齋藤 吉弘（さいとう
よしひろ）です。当センターは、障害年金の申請に特化にしており、毎月沢山の
ご相談をいただいております。

このニュースレターでは、当センターにいただいた障害年金のご相談や、最新の
障害年金情報を皆さまにお届けします。

皆さまに少しでも貢献できるセンターを目指して、頑張って継続していきますの
で、今後とも当センターをよろしくお願いします。

障害年金の金額が2019年4月1日より変更となりました！

平成31年4月分（6月14日支払分※1）からの年金額は、法律の規定により、

平成30年度から0.1%の増額となります。

裏面も
ございます➡

詳しくは当センターへ
ご確認ください

障害年金の金額変更のご案内

※診断書作成にご協力いただいた医療機関様にお送りしております。

社会保険労務士
齋藤 吉弘

障害年金制度は非常に複雑です。専門家である社会保険労務士であっても1,000時間以上時間をかけなけれ
ば相談対応が難しいと言われています。しかも毎年のように制度改正があり、個人の様々な相談に対応す
るのは難しいものです。また病院MSW、CWの障害年金申請支援は違法性が高く、不支給となった場合、
損害賠償責任も問われる可能性があります。当センターでは障害年金の専門家として、日々情報発信を
行っており、年間900件以上の問合せを受けています。最近では、障害年金の請求を希望する個人の方以
外に、ソーシャルワーカーの方、医事課・文書管理課の方からの問合せを頂くことも増えています。当セ
ンターでは「障害者の権利擁護の為」医療機関の関係者、患者様を対象に出張勉強会、市民講座を
行っています。ご希望の方はお気軽にお問合せ頂ければ幸いです。

障害年金の勉強会講師を承っています～ 医療従事者向け・市民講座向け～



〒959-1232 新潟県燕市井土巻2-238

お気軽にお問い合わせください。※ニュースレターを見たと伝えていただくとスムーズです

新潟 障害年金 あおば

☎0256-47-6722 (平日9:00-17:00)

「月刊にいがた 令和元年6月号」に掲載されました！

相談者： 新潟市・30代・男性
傷病名： 統合失調症
決定した年金種類と等級：障害基礎年金2級 年額78万円受給

【相談時の相談者の状況】
大学一年の頃、周囲との人間関係がうまく築けず、
過呼吸やパニック障害を起こすようになりました。
両親に「どうしても辛いので大学を辞めたい」と相談し
ましたが許されなかったため、何とか卒業しました。

結果、無理をしたことで誰かに殺されるのではないかと
いった強迫性障害まで引き起こすようになってしまった
とのことです。

その後、就職をしてからも周囲と上手くいかず、いじめ
に遭い、ますます精神状態が悪化し、仕事が続かないた
めに経済的に辛いと障害年金の申請を考え、ご相談にい
らっしゃいました。

【相談から申請までのサポート】
10年以上通院している現在の病院を初診日、認定日とし
て申請するために、診断書の作成を依頼しました。

しかし担当医から「忙しいので、しばらく様子を見てか
ら書きます」と、数か月対応していただけませんでした。
何度も当センターから医師に状況を確認いたしました。
結果として依頼してから約4か月後にようやく作成して頂
き受け取ることができました。
しかし診断書内容は、相談者と常時介助されているご家
族様の正しい状態を表していませんでした。年金機構の
定める障害状態スケールとも解離した障害状態となって
いました。

ご本人、ご家族に確認すると「その医師の診察時間は5分
程度しかなく。受診時に話を聞いてくれず、話を遮られ
てしまう。日常生活の困っていることなどを話ができな
い。すぐに怒るので怖い。本当の話ができない。」との
事でした。
年金法、社労士法では、「正しい障害状態が記載された
診断書」真正な内容での申請以外行ってならない事が定
められています。
そこで日常生活の状況を口頭ではなく、メモや文章で

渡してみることを提案し、当センターが担当医に年金法
等に関して補足資料を作成、説明を行いました。時間は
掛かりましたが、うつ病から統合失調症と診断名が変わ
り、事実に近い真正な内容の診断書が作成されました。

【結果】
障害基礎年金2級、約78万円の受給が決定しました。

https://niigata-shogai.com/

「このプロだから任
せられる！新潟のス
ペシャリストたち」
という特集の中で
弊所を紹介いただい
ております。


